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重 要 な お 知 ら せ

日本看護協会における認定看護管理者教育制度の見直しに伴い、福岡県看護協会の

現行の認定看護管理者教育課程については、最終開講年度を下表のとおりといたします。

なお、最終開講年度の教育課程において、受講を中止した場合や出席時間不足などで

修了できない場合には、翌年度に受講をすることはできませんのでご了承ください。

教育課程 最終開講年度 (回 ) 備考

ファース トレベル 2027年度 (第 47回 ) 1回のみ開講

セカンドレベル 2026年度 (第 27回 )

サードレベル 2027年度 (第 17回 )

・ 。7～ 8

<認定看護管理者教育課程 最終開講年度 (回)>



公益社団法人福岡県看護協会 認定看護管理者教育課程

1.教育機関の概要

看護管理者に課せられた役割は、質の高い看護サービスの提供、看護職の職場定着支援、職

場環境の改善、経営への参画など、多岐にわたる。看護管理者には、創造的に組織を発展させ

ることができる能力が求められ、質の高い認定看護管理者教育への需要は高まつている。

公益社団法人福岡県看護協会では、このような状況を踏まえ、1998年にファース トレベル

教育課程、2000年にセカンドレベル教育課程を開講した。さらに 2010年からサー ドレベル教

育課程を開講し、同一施設におけるファース トレベル・セカンドレベル・サー ドレ
ベルと、一

貫性をもつた認定看護管理者教育を実現している。

研修期間を数ヵ月とし、週の半分に分散して開催することで、看護管理者が現場の職責を果

たしながら受講ができ、学習内容を現場の管理実践に結び付けられるようにしている。

2018年 3月 の日本看護協会認定看護管理者カリキュラム基準改正に沿つて、当協会では

2019年度に開講する 3課程の改正を行った。3課程の教科目が統一され、より段階的に管理を

学ぶ構成となつた。ファース トレベルにおいては、総時間数が 45時間短縮となり管理業務に

関心のある看護職が、より受講しやすい体制とした。また、3課程の教科目すべてに統合演習

が組み込まれ、各段階において学習効果をより実践で活かせるようになつている。

2.教育理念

本毅育機関の教育理念は、「看護職のキャリア形成を支援し、多様化するヘルスケアニーズ

に対応し、人々の健康で幸福な生活の実現に貢献できる人材を育成する。」ことである。

本教育課程では、看護管理に関心がある看護職、または看護管理業務に携わつている看護職

が、自律的・自発的に研鑽 し合える教育・研修の場となることを意図する。変動する社会情勢

及び保健・医療・福祉環境の中で、社会が看護管理者に求める能力を身につけ、役割を果たす

ために学び、看護管理者間でのネットワークを構築する。さまざまな場でリーダーシップを発

揮し、ビジョンをもつて積極的に課題に取り組み、新しい時代に向かつて常に看護の変革を起

こすことができる看護管理者を育成する。
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3 。3課程教育内容

1)フ ァーストレベル
【教育目的】 看護専門職として必要な管理に関する基本的知識・技術・態度を習得する。

ヘルスケアシステムの構造と現状を理解できる。

組織的看護サービス提供上の諸問題を客観的に分析できる。

看護管理者の役割と活動を理解、これからの看護管理者のあり方を考察で

きる。

【到達目標】1
2
3

目科教 単 一万 教育内容 時間数

ヘルスクア
システム論 I

1)社会保障制度概論

2)保健医療福祉サービスの
提供体制

・社会保障制度の体系
・社会保障の関連法規

15時間

・ 保健医療福祉制度の体系
地域包括ケアシステム、地域共生社会

3)ヘルスケアサービスにお ける
看護の役割

・看看連携
。地域連携における看護職の役割
・保健医療福祉関連職種の理解
・看護の社会的責務と業務基準
看護関連法規、倫理綱領、看護業務基準

組織管理論 I
1)組織マネジメント概論

・組織マネジメントに関する基礎知識
・看護管理の基礎知識

・看護実践における倫理的課題
・倫理的意思決定への支援

15時間

2)看護実践における倫理

人材管理 I

1)労務管理の基礎知識

2)看護チームのマネジメン ト

3)人材育成の基礎知識

,労働法規・就業規則
・健康管理 (メ ンタルヘルスを含む)
・雇用形態・勤務体制
・ワークライフバランス
・ハラスメント防止

・チームマネジメント
・リーダーシップとメンバーシップ
・コミュニケーション

・看護ケア提供方式・ファシリテーション
・准看護師への指示と業務・看護補助者の

活用

成人学習の原理・役割理論・動機づけ理論

人材育成の方法

30時間

資源管理 I

1)経営資源と管理の基礎知識

2)看護実践における情報管理

・診療・介護報酬制度の理解
。経営指標の理解
・看護活動の経済的効果

医療・看護情報の種類と特徴
情報管理における倫理的課題

15時間

質管理 I 看護サービスの質管理

・サービスの基本概念

15時間・看護サービスの質評価と改善
・看護サービスの安全管理
・看護サービスと記録

統合演習 I 演習
学習内容を踏まえ、受講者が取り組む口果題を明確
にし、対応策を立案する

21時間

特別講義 論文・レポートの書き方 3時間

総時間数 114時間
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2)セカ ン ドレベル
〔教育目的】看護管理者として基本的責務を遂行するために必要な知識・技術・態度を習得する。

【到達目標】1.組繊の理念と看護部門の理念の整合性を図りながら担当部署の目標を設定し、
達成に向けた看護管理過程を展開できる。
2.保健・医療・福祉サービスを提供するための質管理ができる。

教科目 単  元 教育内容 時間数

ヘルスケア
システム論Ⅱ

1)社会保障制度の現状と,果題
・日本における社会保障

人口構造、疾病構造の変化

社会保障費の (財源)構造と推移

・保健医療福祉サービスの提供内容の実際

病院、看護小規模多機能型居宅介護、

訪問看護ステーション等

多職種によるチームケア提供の実際と口果題

15時間
2)保健医療福祉サービスの
現状と課題

3)ヘルスケアサービスにお
ける多職種連携

組織管理論Ⅱ

1)組織マネジメン トの実際

2)看護管理における倫理

・組織分析
・組織の変革
・組織の意思決定

・看護管理における倫理的課題
・看護管理における倫理的意思決定

30時間

人材管理Ⅱ

1)人事 。労務管理

2)多職種チームのマネジメ
ント

3)人材を育てるマネジメント

。人員配置
・勤務計画
・ワークライフバランスの推進
・タイムマネジメント
・労働災害とその姑策
・労務管理に関する今日的課題

・ストレスマネジメント
・ハラスメント予防策と対応

45時間

・人的資源の活用

・リーダーシップの実際
・コンフリクトマネジメント
・看護補助者の育成

キャリア開発支援

。人材育成計画

資源管理Ⅱ
1)経営資源と管理の実際

2)看護管理における情報管理

・医業収支
・経営指標の活用
・費用紺効果

・適切な療養環境の整備

看護の評価 。改善のための情報活用

15日寺間

質管理Ⅱ

1)看護サービスの質保証

2)安全管理

・クオリティマネジメント

医療・看護におけるクオリティマネジメント

・安全管理の実際 ・安全管理教育
・法令遵守 ・災害対策

30時間

統合演習Ⅱ

1)統合演習ⅡA

2)統合演習ⅡB

3)実習

自都署の組織分析に基づいた実践可能な改善計画を立

案する

地域包括ケアシステムの実現に向け、多職種連携、他

施設連携のあり方について理解を深め、自部署の課題

を明らかにし、解決策を考える

地域連携を理解するための他施設実習を行う

45時間

総時間数 180時間
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3)サー ドレベル
〔教育目的】多様なヘルスケアニーパをもつ個人、家族、地域住民及び社会に対して、質の高い

組織的看護サービスを提供するために必要な知識・技術・ 態度を習得する。

【到達目標】 1,保健医療福社の政策動向を理解し、それらが看護管理に与える影響を考えることが
できる。
2,社会が求めるヘルスケアサービスを提供するために、看護現場の現状を分析し、
データ化 して提示することができる。
3.経営管理の視点に立ったマネジメントが展開できる。

教科 目 単  元 教育内容 時間数

ヘルスケア

システム論Ⅲ

1)社会保障制度・政策の動向

2)看護制度・政策の動向

3)ヘルスケアサービスの創造

。社会保障の将来ビジョン

・グローバルな視点から見た保健医療福祉

・看護制度の変遷と政策
・看護政策に関する審議会・検討会
・制度変化に伴う看護管理への影響と対応
・看護戦略とパワーの活用
・職能団体による政策への影響力

・ヘルスケアサービスのマーケティング
・社会的企業 (ノーシャルエンタープライズ)
・テクノロジーの活用

30時間

・NGO、 NPOのヘルスケアサービス
・ヘルスクアサービスのシステム構築
・看護事業の開発 と起業

。在宅におけるヘルスケアサービス

・地域連携を基盤としたヘルスケアサービス

組織管理論Ⅲ

1)組織デザインと組織運営

2)組織における倫理

・ダイバーシティ ・組織運営に必要な能力
・経営者としての成長と熟練

・組織のデザイン・組織間ネットワークのデザイン

・地域連携ネットワークのデザイン

・経営者に求められる役割と必要な能力
・組織戦略とパワーの活用

組織における倫理的課題

倫理的課題に対する組織的対応

30時間

人材管理Ⅲ
1)社会システムと労務管理

2)看護管理者の育成

能力評価のためのシステムの構築
建設的な労使関係の構築

人材フローのマネジメン ト
・ハラスメン ト 応

・賃金制度・人事考課 ・労働関係法規の最新動向

・看護管理者の能力開発、活用

15時間

資源管理Ⅲ

1)経営戦略

・医療経営の特徴と課題・戦略策定

。医療施設、介護福祉施設、訪問看護ステー

ション等の経営の特徴と課題

・財務会計・管理会計・資金管理

・関連法規の遵守・地域における情報共有 。活用

30時間

2)財務管理

3)組織的情報管理

質管理Ⅲ

1)経営と質管理

2)組織の安全管理

・ガバナンスとアカウンタビリティ
・医療・看護の質とデータ活用

・医療・看護の質とデータ活用・第二者評価

・安全文化の醸成
・医療事故防止のための組織的紺策 ・危機管理

30時間

統合演習Ⅲ

1)統合演習ⅢA

2)統合演習ⅢB

3)実習

す る

21世紀の望ましし 祉政策について、看護の視

点から政策の提言ができる

経営の実際を学ぶための実習を受講者自身が企画し実施

45時 間

総時間数 180H寺間
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4.受講要件・開催期間・応募期間

5 受験料・受講料

※開催期間は一部変更することがあります。

(税込:税率 10%・ 単位は円)

※日本看護協会の非会員は受講料が 2.5倍になります。

※お支払いいただいた受験料・受講料は返還致しません。

5

受講要件 開催期間 応募期間

フ

ア

|

ス
ト
レ
べ

ァレ

1,日 本国の看護師免許を有する者

2.看護師免許を取得後、実務経験が通

算 5年以上ある者

3.管理業務に関心がある者

第 45回 ( 員 70名 )

2026年 6月 2日 (火 )

～8月 7日 (金 )

(21日 F日月)

2026年  2月 1 日

～ 2月 15日

※提出書類は、マナブ

ルにアップロー ド

(第 45回・第 46回

とも同時募集 )
第 46回 員 70名 )

2026年 10月 6日 (火 )

～ 12月 ■ 日(金 )

(21日 間 )

セ

カ
ン

ド
レ
ψベ

ル

1.日 本国の看護師免許を有する者

2.看護師免許を取得後、実務経験が通

算 5年以上ある者

3.認定看護管理者教育課程ファース ト
レベルを修了している者、または看

護部長相当の職位にある者、もしく

は副看護部長相当
※の職位に 1年以

上就いている者

※副看護部長相当の職位とは、保健医

療福祉に関連した組織において、看

護管理を行 う立場を指す。

第 27回 (定員 50名 )

2026年  9月 1日 (火 )

～ 12月 10日 (木 )

(32日 F同月)

2026年  6月 1 日

～ 6月 10日

※提出書類は、マナブ

ルにアップロー ド

サ
|

ド
レ
べ

ル

1。 日本国の看護師免許を有する者

2.看護師免許を取得後、実務経験が通

算 5年以上ある者

3.認定看護管理者教育課程セカンドレ
ベルを修了している者、または看護

部長相当の職位にある者、もしくは

副看護部長相当の職位に 1年以上就

いている者

第 16回 (定員 40名 )

2026年 7月 8日 (水 )

～9月 30日 (水 )

(32日 F日昂)

2026年 3月 21日

～ 3月 30日

※提出書類は、マナブ

ルにアップロー ド

受験料 受講料 修了審査料

ファース トレベル 3,300 145,200 11,000

セカン ドレベル 5,500 217,800 16,500

サー ドレベル 11,000 297,000 ９
“
９
日 000



6.申込方法

1)申込方法

(1)マナブル (WEB)か ら受講を申込み、受験料支払方法を選択して納入をする。納入が完了す

ると、提出書類をアップロードできる。

(受験料納入後、アップロードまでに時間差が生じる場合がある。)

①施設名は正式名称、氏名は看護師免許証に記載されている文字で入力する。

②実務経験年数は、看護師免許取得後の通算実務経験年数を入力する。

准看護師経験年数、長期休暇取得などで業務に携わっていない期間は含まない。

③受験料は、支払方法を選択後、応募期間内に納入する。

④ファーストレベルの受講申込者は、開催期間 (第 45回 。第 46回 。どちらでもよい)の

希望を選択する。

(2)必要な提出書類のアップロード方法

①書類は、福岡県看護協会ホームページよリダウンロードする。

②勤務証明書 <様式 1>にて、看護師免許取得後の実務経験通算 5年以上を施設管理者が

証明する。現在所属の施設を含み、1通で5年が証明できない場合は複数枚作成する。

③提出書類は、スキャンしてアップロードする。

④小論文は、ファイアレ名にOOレベル、氏名を表示し、ファイルをアップロードする。

2)提出書類

ファース

トレベル

セカン ドレベル サー ドレベル

ファース ト

修了者

ファース ト

未修了者

セカンド

修了者

セカンド

未修了者

ファース ト

セカンド

未修了者

看護師免許証 ○ ○ O ○ ○ ○

小論文 ○ ○ O ○ ○ ○

ファース トレベル修了証 O

セカンドレベル修了証 ○

勤務証明書   <様 式 1> ○ ○ ○

職位証明書   <様 式 2> ○ ○ ○
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7.小論文課題・小論文評価基準

1)小論文課題

*小論文については、以下に示す書式等に基づき作成する。

・Wordソ フトを使用する

。用 紙        A4用 紙、縦置き、横書き

・枚 数        1枚 厳守 (表紙不要)

・文字 (フォント)の書体   MS明 朝
。文字 (フォント)の大きさ  10.5ポイント、数字・英字は半角

・ページ設定      <余 白>上 :2511m下 :20■lm 左 :20■lm 右 :20111■

<文字数と行数> 1行 40字、1ページ 46行

・文字数 (本文のみ) 。フアース トレベル   600～ 800宇
・セカンドレベル   1,200～ 1,600字

・サー ドレベル    1,200～ 1,600字

・文末に文字数を明記する

【記載例】

教育課程 課 題

ファース トレベル
ファース トレベルの受講動機と、受講を通して学びたいことを、具体的に

記述してください。 (内容に沿つて適切なタイ トルをつける)

セカンドレベル
あなたの部署・部門を現状分析し、あなた自身の取り組むべき看護管理上

の課題について述べてください。 (内容に沿って適切なタイ トルをつける)

サー ドレベル
トップマネジャーの視点で、あなたの施設を現状分析し、取り組む課題に

ついて述べてください。 (内容に沿つて適切なタイ トルをつける)

提出 (西暦)  年 月 日

認定看護管理者教育課程○○○レベル

施設名

氏 名
○○○病院

福岡 協子

タイ トル

(1行空ける)

本文 (7行 日から)

(文字数 ○OO字 )
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項   目 評 価 の 視 点

受 講 動 機
・看護管理を学習したいという動機が明確である。

・学習への期待感が具体的である。

内   容
・倫理的な配慮がある。 (対象特定への配慮、個人情報保護、

対象者の不利益への配慮、著作権侵害、利益相反など)

記 述 能 力
・適切な言葉 。表現を用い、文章が明確でわかりやすい。

・誤宇脱字など表記に誤りがなく、指定の様式が守られている。

2)小論文評価基準

(1)フ ァーストレベルの評価基準

(2)セカン ドレベル・サー ドレベルの評価基準

項   目 評 価 の 視 点

看 護 観
問 題 意 識

受 講 動 機

・看護管理者として看護に対する信念・考え方が記述されている。

・看護管理上の課題が客観的に述べられている。
。今後の展望が述べられている。
・看護管理を学習したいという動機が明確である。

概念化能力
・専門用語や概念の解釈が適切である。

・事実や経験、事象を概念に基づいて理解 している。

内   容

・テーマに応じた内容が盛り込まれている。

・論旨が一貫している。
・論理的に構成されている。

・現状が分析されている。

・倫理的な配慮がある。(対象特定への配慮、個人情報保護、対象

者の不利益への配慮、著作権侵害、利益相反など)

記 述 能 力
・適切な言葉 。表現を用い、文章が明確でわかりやすい。

・誤宇脱字など表記に誤りがなく、指定の様式が守られている。

8.選考方法
1)認定看護管理者教育運営委員会において、審議し決定する。

(1)提出書類の審査

(2)小論文の審査 (当協会の小論文評価基準に基づいて審査 )

2)会員・非会員は、受講者選考に影響しません。

9。 選考結果の通知

1)本人宛にメールを送付します。マナブルで結果を確認してください。

(フ ァース トレベル 3月 下旬、セカンドレベル 7月 上旬、サー ドレベル 4月 下旬)

2)受講内定者は、受講料を指定の方法で納入後受講決定となります。その後の受講準備につい

ては、マナブルでお知らせします。
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10。 修了要件 (3課程共通)

1)教科目の修了とは、以下の項目を満たした場合をいう。

(1)各教科目の所定時間数の 4/5以上出席していること。

(2)各教科目のレポー ト評価が C以上 (A・ BoC・ Dの 4段階)であること。

A:80点以上 B:79点～70点  C:69点～60点  D:59点以下
2)修了判定について

認定看護管理者教育運営委員会の審議を経て、修了要件に基づき修了を判定する。

修了を認められた者に、認定看護管理者教育課程ファース トレベル、セカンドレベル及びサ

ー ドレベルの修了証を発行する。

11.個人情報の取り扱い

認定看護管理者教育課程では、福岡県看護協会個人情報保護方針に準じて、責任を持つて個人

情報の保護を行つております。また、認定看護管理者教育課程の研修修了履歴は、日本看護協会

会員用 WEBサイ ト「キャリナース」にも登録されますが、皆さまよりいただいた個人情報は、

適切に管理し、提供者本人に通知することなく第二者へ開示することはありません。

認定看護管理者教育課程に出願されるにあたり、出願碧類にご記入いただいた出願者の氏名、

職務経験及びその他の個人情報につきましては、受講者の選抜ならびに受講の手続きに使用させ

ていただきます。

また、受講を許可された受講者の個人情報のみ、教務関係及び支援関係に使用します。これら

の目的を超えて個人情報を取り扱 うことはありません。

書類提出先・問合せ先

〒812‐0054 福岡市東区馬出 4丁 目 10番 1号 ナースプラザ福岡
公益社団法人福岡県看護協会 教育研修都教育研修課
認定看護管理者教育課程OOOレ ベル担当宛 (教育課程名を記入 )
TEL 092‐ 631‐ 1224  (首ヒ通 )

9



<様式 1>

勤 務 証 明 書

記入 日 西暦

氏 名

2.西 暦

○ 実務経験年数 年 ケ月

流 設 名 :

所 在 地 :

怖設長
=名

:

※実務経験年数は

記入日を基準にしてください。

准看護嵩市としての勤務年数は含みません。

長期休業等により、業務に携わつていない期間は含みません。

公益社団法人福岡県看護協会

認定看護管理者教 育課程

年   月   日

上記の者は当施設において、看護職 (保健師・助産師・看護師)と して、

以下の通り勤務している (した)こ とを証明します。

○ 西暦 年 月 より

1

※以下の番号にOを付けてください。

現在まで 在職

年 月 まで在職

ノム`臣日
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<様式 2>

氏 名

公益社団法人福岡県看護協会

認 定看護管理者教育課程

職 位 証 明 書

記入日 西暦 年  月  日

上記の者は当施設において、以下の職位であることを証明します。

※下記 1)か 2)の どちらか該当する欄を選び記載をお願いします。

1)看護部長相当の職位にある者

2)副看護部長相当の職位にあるもの

3)職位就任期間

西暦 年 月より現在まで

(または西暦     年___月 まで)

流 設 名 :

所 在 地

職位

職位

施設長名 :

11
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公益社団法人福岡県看護協会

認 定看護管理者教育課程

応募時チェンクリス ト

(提出物がアップロー ドできているか、確認用に使用 してください)

申ム 日 (西暦 ) 年     月 日

【該当する項目、提出する書類に□を記入してください。】

ロ マナブル (Ⅵ咽B)での応募入力

□ 受験料の納入

受 講 要 件
提出物のアップロー ド済を確認す

る

□

レ フ
υベ ア
ル I

ス

ト

<フ ァース トレベル応募者が対象 >

□ 1.看護師の資格取得後、実務経験が通算 5年以上

ある者

□看護師免許証

回小論文

□勤務証明証 <様式 1>

□

セ

カ
ン

ド
レ

ベ

ァレ

<セカンドレベル応募者が封象>

□ 1.認定看護管理者教育課程ファーストレベルを修了

している者

2.フ アーストレベルを修了していない者で、

看護部長相当の職位にある者、または副看護部長

相当の職位に 1年以上就いている者

(副看護部長相当の職位とは、保健医療福社に関連し

た組織において、看護管理を行う立場を指す。)

□「重要なお知らせ」を確認して

の応募

□ 許証

□小論文

ロファーストレベル修了証

□看護師免許証

□小論文

□勤務証明書 <様式 1>
回職位証明書 <様式 2>

□

サ
|

ド
レ
ベ

ル

<サー ドレベル応募者が対象 >

回 1,認定看護管理者教育課程セカンドレベルを修了し

ている者

□ 2.セ カンドレベルを修了していない者で、

看護部長相当の職位にある者、または副看護部長

相当の職位に 1年以上就いている者

□看護師免許証

回小論文

ロセカンドレベル修了証

□看護師免許証

□小論文

回職位証明書 <様式 2>

※ファース トレベルを修了していない

者は下記も要

□勤務証明書 <様式 1>
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